ご 注意 : 本 書 は 正式 な 取り 扱い 説明 書 で は あり ませ ん 。 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修正 し た も の で 、 操作 方 法 が 分 か ら な く な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと か 、 
製品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り たい 、 と いっ た 目的 の 
た め に 無償 で ご 提供 し て いま す 。 正しく お 使 い 頂 く た め に は 必ず 製品 に 同 梱 され て いる 説 
明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 一 切 お 受 
け 致 し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 

1 : 正式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ 
イト を ご 参照 くだ さい 。http://www.alinco.co.jp/denshi/14.html 

2 : アマ チュ ア 無 線 機 の 場合 、 無 線 局 免許 状 の 書き 方 は 申請 書式 や 技 適 基準 改正 に より 
変更 に し な っ て いる も の が た くさ ん あり ます 。 http://Wwww.alinco.co.jp/denshi/10.html に 技 
適 番号 や デジ タル モー ド ( 音声 ・ パ ケッ ト ) に 関す る 情報 を 掲載 し て お り ま す の で 、 合 わ 
せ て ご 確認 く だ さい 。 

3 : 本 書 に 記載 の 付属 品 ・ オ プシ ョ ン ア クセ サリ ー・ 定格 な ど は 予告 無く 変更 され て い 
る も の が あり ます 。 最新 の 情報 は 弊社 ホー ムペ ー ジ に 掲載 され て いま す 。 
その 他 、 動 作 や 操作 に 関す る 良く ある お 問い 合せ は : 
http://www.alinco.co.jp/denshi/11.html の F AQ ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


※ ま DR 一 O3SX と も 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 換え 方 や メモ リー の 仕方 な ど 基 本 の 操作 は 
本 書 で 説明 し て いる も の と 同じ で す 。 
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取扱 説明 書 


アル イン コ の トラ ン シ バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に 
更 り が と う ご ざ いま す 。 本 幾 の 性 能 を 十分 に 発揮 させ て 効果 的 
に ご 使用 いた だ く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで 
お 読み くだ さい 。 また 、 こ の 友 扱 説明 災 は 必ず 保存 し て お いて 
くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 に お 役 に 
立ち ます 。 

本 取扱 説明 書 内 の 記述 は DR-M40DX、DR-M40HX に 特有 の 
機能 以外 は DR-M 10DX、DR-M 10HX の 表示 を 中 心 に 説明 し 
て お り ま す 。 周 波数 表示 が 変わ る だ け で 運用 法 方 に は 違い 有り 
ませ ん 。 


ii 
JJ し イイ つづ コ 株 式 会 社 


本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 、 外 国 で は 使用 出来 ませ ん 。 
この 無線 機 を 使用 する に は 、 郵 政 独 の アマ チュ ア 無 株 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ ア 無線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


画 本 機 は 次 の 大 き な 特 徴 を 持つ 無線 機 で す 。 


念 100 テ ャ ン ネ ル 分 の メモ リー 容量 が ある ピ P・ROM を 標準 装備 と し 、 飛 躍 的 に 使い や すく な り ま し た 。 
但 50 波 の トー ン エ ンコ ー ダ ー も 抹 準 装備 され (デコーダー オプション )、 ゲ ルー プ 交 信 を 更に 楽し く 行 う 


こと が で きる よう に な り ま し た 。 


還 本 取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど 
を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は さけ て くだ さい 。 内 部 に 手 
を ふれ る と 感電 、 故 障 の 床 因 に な る こと が あり ます 。 

田 直 射 日 光 に 当たる 所 、 暖 房 器具 な ど 発問 物 の 近く は さけ 
て くだ さい 。 

較 花 丘 、 化 粧品 な ど 水 の 入っ た も の は 、 セ ッ ト の 上 に 置か 
な いで くだ さい 。 ま た 、 混 度 の 高い 所 は さけ て くだ さい 。 

圏 放熱 を よく する た め 、 叉 か ら 10cm く らい 享 し て くだ さい 。 

圏 ほ こり 、 振 動 の 少な い 安 定 し た 場所 に セッ ティ ング し て 
くだ さい 、。 

野本 セッ ト は DC( 直 流 )13.8V( 一 ) 接 地 用 で す 。 

久 DC( 人 直流) 安定 化 電 湖 を 使 握 する 場合 、 ぬ れ た 手 で AC 
(交流 ) 電源 の プラ グ を 抜き 差し し ます と 、 感 電 す る お そ 
れ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 

国 チ ュー ナー、 テ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう 
な と き は 、 下 離 を 離し て 設置 し て くだ さい 。 

旦 電 源 コ ー ド を 無理 に 3 引き 抜い た り 、 折 り ま げた り し な い 


で くだ さい 。 ま た 、 挫 ぎ 足 し する と 、 通 電 し な く な っ た 


り 、 シ ョ ー ト の お それ が あり ます の で し な いで くだ さい 。 


較 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する 場合 は 、 電 源 ス イッ 
チ を すばやく 切り 、 電 源 コ ー ド を 抜い て くだ さい 。 速 や 
か に 購入 店 また は 最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 連絡 く 
だ さい 。 

田 泥 度 の 高い 所 や 、 冷た い 所 か ら 急 に 暖か い 所 へ 移動 し ま 
す と 、 製 品 に 器 が つく 場合 が あり ます 。 圭 が つく と 製品 
の 動作 に 悪影響 を 与え 、 故 障 の 原因 に な り ま す の で 、 よ 
て 乾燥 させ 、 露 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


②④ モー ビル ブラ ケッ ト ・ 
⑧ ヒュ ー ズ 付き 電線 ケー ブル ………… 
④ 取り 付け 用 ビス 


⑧ 六角 ネジ 用 スパ ナ - 
⑥ 取扱 説明 書 ……… 


② モー ビ ピル ブラ ケッ ト ③ ヒュ ー ズ 付き 電源 ケー ブル 
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運用 時 の ご 注意 


野 電 波 を 発 負 する まえ に 
ハム バン ド 近 く で は 、 多 く の 業 務 無 線 局 が 運 


用 され て いま す 。 これら の 無線 局 の 近く で 電 
波 を 発 商 す る と アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 
を 満足 し て いて も 、 思 わ ぬ 電波 障害 を 起こ す 
こと が あり ます の で 、 移 動 運 用 な ど で は 充分 


ご 注意 くだ さい 。 特に つぎ の よう な 場所 で の 運 
用 は 原則 と し て 行わ ず 、 必 要 な 場合 は 容 間 者 の 
承認 を 得る よう に し まし ょ う 。① 航 空 機内 ② 空 
港 敷 地内 ③ 新 幹線 宣 両 内 ④ 業 務 無 線 局 肥 びそ 
れ ら の 中 継 局 周辺 ⑤ 病 院内 及び その 周辺 


ーーーー 1 ーー 一 一 


@ 無 線 機 を ご 使用 に な る 前 に 必ず お 読み くだ さい ドー ドド oo 1 


@ 無 株 機 に 電源 を 接続 する 方 法 と 無線 機 の 設置 方 法 ………… ene 3 
* 無線 機 を モー ビル (自動 車 ) で 使用 する 場合 ………… すす FPP PPPFTPTYY' す すす 3 
・ 無 線 機 を 固定 (ご 家庭 ) で 使用 する 場合 …………… 2 の ADEMEASE SSH 4 
名 舞 線 機 各部 の 名 称 と その 機能 …ーーーーー ド Pr 5 
・ 正 面 パ ネル の 各 キ ー の 名 称 と 機能 … ド ーー に に に に に に に に ーーー 5 
・ LCD 表 示 部 の 名 称 と 機能 …ーー ド TIT 5 
・ マ イク 各部 の 名 称 と 機能 ドド ドド ドド に に に に ーー 6 
代 基 本 操作 (に の 操作 だ け で 簡単 に 通話 が で きる ) ーー ドー ア 
も リャン: に し ク の あ の 且 区 COOUECEHOOEDOOHOOAIEEEREICUOEEDEDCKRKEIKIEGREIKEKKELOESEEGEE 了 
* 送信 し て 9 
・ 動作 モ ー ド を 変更 し て 楽し も 1 に oo 10 
・VFO モ ー ド (通常 の 運用 モー ド ) で に 10 
・ メ モリ ー モ ー ド (記憶 させ た 周波 数 で 運用 する ) ーー ドー 10 
・ コ ー ル モー ド (呼び 出し 周波 数 を 利用 する ) ーー 10 
傘 応 用 操作 (さら に 無線 機 が 楽し く な る 揚 人 人 11 
・ リ バー ス (送信 周波 数 と 受信 周波 数 が 入れ 替わる る) ーー ドド ーー 11 
・ TOT 設定 (送信 時 間 を 制限 する タイ マー 機能 ) ドー 11 
・ ト ー ン スケ ル チ 設 定 ( 利 間 と の 交 全 に ぁ る と 便利 ) に oo 11 
・ ス キャ ン 機 能 (信号 の 出 て いる 周波 数 を 探し た り 、 ま た は 空き チャ ン ネ ル を 探し た りす る の に 
便利 な 12 
・ メ モリ ー ス キャ ン (記憶 させ て ある 周波 数 で 信号 が 出 て いる か どう か を 探す の に 便利 な 機能 〉…13 
人 @ フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 (この 機能 を 使え ば 無線 機 は 最高 機能 を 発揮 する ) "で に mt 14 
・ プ ライ オリ ティ (自分 の 好き な 周波 数 を 優先 的 に 受信 する こと が で きる よう に な る ) …………" 14 
・ キ ー ロ ッ ク ( 直 要 な キー の 動作 を 制限 する 機能 ) 15 
・ オ フ セ ッ ト 周 波数 (送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別に 設定 し て 運用 する こと が で きる ) ……"…… 16 
[ リ アパ ネル 映子 の 電気 的 定格 ] ーー コー ドー 16 
・ メ モリ ー ラ イト メモ リー クリ ア (各自 必要 と する 周波 数 を 記憶 させ た り 、 記 憶 し て いる 
周波 数 を 消去 し た りす る ) 内 だ 2 の RY ポ すま と と で て YY 補 を せ で た せい も で さす たい LC きい も 222 AN 17 
・ チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 (チャ ン ネ ル と チャ ン ネ ル と の 周波 数 問 同 を 設定 する ) …………… 18 
・ 送 信 出 力 の 切り 替え (送信 出 カ を ハイ パワ ー と ロー パウ ー に 切り 替え る ) パー バーー 19 
・ ス ケル チオ フ 機 能 (強制 的 に スケ ル チ を オー プン させ る ) OTTO 19 
・ ビ ー プ 音 の ON プ OFF (キー を 押し た と き に 鳴る 音 を カッ ト し た り 入 れ た りす る ) ーー 19 
・ リ セッ ト (工場 出荷 時 の 状態 に な る ) OO 19 
依 レ ビー ター 機能 DR-M40DX と DR-M40HX の み に 入っ て る 機能 ・ こ の 機能 を 使っ て 、 
レビ ー タ ー を アク セス する こと が 出来 、 遠 く の 呈 と 交 合 で きる し OOTTTTT 20 
[マイ クロ ホン 章子 接 拍 関 ] ーー ドド 20 
欠 保 守 に つい て (アフ ター サー ビス 故障 と お 考え の 前 に ) ーー ドー ドド ーーー 21 
代 申 請書 の 書き 方 に 0 も ORSS 3 OGLESSIPSKNRSSYSRGSOSIGYIHHE ま どの と から らく 8 は 20ept2YEY es 22 


| モー ビル (自動 車 ) 


① 取 付 場所 

ご 使用 の 車 積 に より 、 車 内 レイ アウ ト は 異な り ま 
す が 、 操 作 性 、 安 全 運 転 の 面 か ら 最 適 と 思わ れる 
場所 を 選ぶ よう に し て くだ さい 。 と くに 、 ひ ざ が 
本 機 に あたら な いよ うな 場所 を 選ん で くだ さい 。 
また 、 直 接 振 動 が 伝わる 場所 や 、 カ ー ヒ ー タ ー の 
吹き 出し 口 な ど 車 内 温度 が 上 昇 す る よう な 場所 は 
避け て くだ さい 。 


② 電 源 の 接続 方 法 


本 機 は DC (直流 ) 13.8V 用 で す 。 ト ラッ ク な どの 
24V バ ッ テ リ ー の 車 に は 直接 接続 する こと が で き 
ませ ん 。 ま た 、[-〕 (マイ ナス ) 接地 車 で ご 使用 
くだ さい 。 ま れ に 「[+] (プラ ス ) 接地 車 が あり ま 
す の で 、 そ の よう な 場合 は 最寄り の 販売 店 また は 
当社 サー ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 な お 、 車 載 
で こ 利用 の 場合 は バッ テリ ー に 直接 接続 し て くだ 
さい 。 シ ガー プラ グ を 使用 され ます と 、 電 源 の 供 
給 が 不安 定 に な る こと が あり ます の で 、 本 機 の 性 
能 が 保持 され ませ ん 。 


③ 車 載 テ アン グル の 取付 方 法 
右 の 図 の よう に 車載 アン グル を 車 に 取り 付け た 後 、 
まず 4 本 の 六角 ネジ を 本 体 に 軽く 取り 付け ます 。 六 
角 ネ ジ ① を 車載 アン グル の 溝 に 先 に 入れ 、 押 し 上 
げ な が ら 後 方 に 押し 込ん で くだ さい 。 同 時 に 六角 
ネジ ① を 車載 アン グル の 前 の 溝 に 入れ て くだ さい 。 
車載 アン グル の 前 の 著 は 3 つ あ り ま すか ら 、 本 機 を 
近 作 し や すい 角度 に セッ ト し て くだ さい 。 最後 に 、 
本 宰 を 付属 の スパ ナ で 車載 アン グル に し っ か りこ と 
固定 し て くだ さい 。 


〈 下 孔 と し て $4 土 0.2 を あけ た 場合 > 
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(〈④ モ ー ビ ル アン テ ナ の 
取付 方 法 

アン テ ナ に 接続 する 同軸 ケー ブル は 500 の も の を 
お 使い くだ さい 。 特 に 、 430MHz 帯 で は 、 な る べく 
損失 の 少な いも の で イン ピー ダン ス が 必ず 50Q の 
430MHz 用 アン テ ナ を ご 使用 くだ さい 。 モ ー ビ ル 
アン テ ナ は 、 車 の ボディ に アン テ ナ を 固定 する た 
め の 基 台 を 設置 する 必要 が あり ます 。 走行 中 に 脱 
落す る こと の な いよ うに 、 確 実に 取り 付け て くだ 
さい 。 


| 固定 (ご 家庭 ) で 運用 する 場合 


① 電 源 に つい て 

ご 家庭 で ご 使用 に な る な ど 、 固 定 局 と し て 本 擬 を 
ご 使用 に な る 場合 、 直 流 安定 化 臣 源 が 必要 と な り 
ます 。 直流 安定 化 電源 は 、 約 15A 以上 の 電流 容量 
の ある 電源 を ご 利用 くだ さい 。 当社 の 電源 を 使用 
され る こと を お すす めし ます 。 本 機 と 安定 化 起源 
と の 失 続 は 、 赤 色 の 線 が 電 参 の [+]( プ ラス )、 黒 
色 の 線 が [一 ]( マ イナ ス ) に 接続 し ます 。 
接続 に は 付属 の 監 源 用 リー ド 線 (DC コー ド ) で 配 
線 し て くだ さい 。 


② 固 定 有 アン テ ナ に つい て 
アン テ ナ は 交信 する うえ に お いて 、 と て も 重要 な 
要素 と な り ま す 。 性 能 の よい アン テ ナ を お 選び く 
だ さい 。 市 販 さ され て いる アン テ ナ に は 、 無 指向 性 


禁止 事項 


(すべ て の 方 向 に 電波 の 出入 り が ある ) の グラ ンド 
プレ ー ン アン テ ナ や 、 指 向 性 〈 あ る 方 向 に の み 電 
波 の 出入 り が ある ) の ある 八木 アン テ ナ な ど が あ 
り ま す の で 、 之 用 目的 や 設置 場所 に 応じ て お 選び 
くだ さい 。 ま た 、 同 軸 ケ ー ブ ル は で きる だ け 太 い 
も の (5D-2V 以 上 ) を お 使い に な り 、 な る べく 短 
く ご 使用 くだ さい 。 


電源 の 接続 方 法 . カー フラッ か ら の 宮 et は お や めく だ さい 。 腕 誠 供給 が 不 誠 定 と な り 性 能 が 夫 持 され な いこ と が あり ます 。 


本 体 の 改造 . komg ぉ も めく だ さい 。 無理 な 改造 が 原 皿 と お も われ る 秦 館 等 に つい て は 保 期 間 内 で あっ て も 保 生 が きか な く な ち う え に 
修理 を お 新 わ りす る 場合 も あり ます 。 


いづ 便 各 部 の 名 称 と その 機能 | 


送信 ・ 受 信 ラ ンプ 
マイ ク の PTT キー を 押し て 、 送 
信 状 態 に な る と この ラン プ か が 赤 
< 点灯 し ます 。 ま た 、 電 波 を 受 
信 す る と 組 色 に 点灯 し ます 、 


メイ ンダ イヤ ル 
送信 ・ 受 信 の 周波 数 を 変更 し た り 、 メ モリ ー の 操作 を し た と き に は その 
メモ リー チャ ン ネ ル を 変更 する こと が で きま す 。 ま た 、 オ フ セ ッ ト 周 波 
(送信 と 受信 の 周波 数 を 別に し て 運用 )》、 ト ー ン 周波 数 な どの 変更 に も 

用 し ます 。 


LIMCD 


VHF FM TRANS CEIVER_DR- ぶ で 


[フロ ント パネ ル ] [MHz・H/L キ ー 
周波 数 を 1MHz 単位 で 変更 
する こと が で きま す 。 

F キ ー を 押し て 、 表 示 部 に 
FUNC が 点灯 中 に この キー 
を 押す と 、 送 信 出 力 の 切り 
替え (ハイ バ パワー と ロー バ 
ワー) が で きま す 。 


ボリ ュー ム つ まみ 

受信 中 の 信号 の 音 を 調節 する ツマ ミ 。 
右 に 回 す と 音 が 大 きく な り 、 左 に 回 す | 
と 音 は 小さ く な り ま す 。 


電源 を ON し た り OFF し た 
りす る スイ ッ チ で す 。 


ファ ンク ショ ン ・ 
MONI| キー 

ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る 
た め の キ ー で す 。 こ の キー と 他 の 
キー の 組合 せ に より 、 各 種 の 機能 
を 発揮 し ます 。 さ ら に この キー を 


KTN 


ヽ 


リ ビリ 
コリ リル 』 


BUSY 証 1E 上 EE II WE 議 FULL 


スケ ル チ つ まみ 
受信 中 に 信号 が 入っ て こない 
と き の 雑 斉 を カッ ト す る た め 
の 調節 つま み で す 。 何 も 信 号 
を 受信 し て いな い 状 態 で 雑音 
が な く な る 点 に セッ ト し ます 。 


1 秒 以上 押し 続け る と 、 モ ニタ ー 


擬 能 が 動作 し て 、 ス ケル チ 機 能 LOCK 


( 利 ee | 
(人 


2 
LeH.sP グ フ 


PRHI 
肖 除 され 雑音 が 入る 受信 状態 と な に 
り ま す 。 1 
F 
| (ee の 


REV・PRI キー 

送信 周 小 数 と 受信 周波 数 を 別 の 周波 数 に 設定 し た と き に 、 送 信 
周波 数 受信 周波 数 を 切り 替え る た め の キ ー で す 。 さ ら に F 

キー を 押し て 、 表 示 部 に FUNC を 点灯 させ た 状態 で この キー 


T.SQO・LOCK キー 

トー ンス ケル チ 機 能 を 動作 させ る た め の 
キー で す 。F を 押し て 、 表 示 部 に FUNC 
が 点灯 中 に この キー を 押す と 、 キ ー ロ ッ 


を 押す と 、 プ ライ オリ ティ 受信 動作 の QNOFF に な り ま す 。 ク 失 能 の ON プ OFF と な り ま す 。 


・ 受 信 周波 数 、 そ の 他 名 種 設定 値 を 表示 し ます 。 
FUNC : ファ ンタ ション キ ー を 押す と 、5 秒 間 点 灯 し ます 。 M : メモ リー モー ド 、 コ ー ル モー ド を 設定 し た と き に 


点灯 中 に 他 の キー を 押す と 、 フ ァ ン クシ ョ ン 携 能 が 動作 し 点灯 し ます 。 
ます 。 メモ リー チャ ン ネ ル 、 コー ルモード 設定 時 に 点灯 し ま 
②ENC : トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 し た と き に 点灯 し ます 。 す 。 キ ー ロ ッ ク 中 は 「FLJ。 プ ライ オリ ティ 中 は 「P」 


DEC : トー ン デ コー ダ を 設定 し た と き に 点灯 し ます 。 が 点灯 し ます 。 
(オブ ショ ン 装 着 時 の み ) BUSY : 信号 を 受 債 し た と き に 点灯 し ます 。 
⑳ + : オフ セッ ト 財 波数 の シフ ト 方 向 が を 示し ます 。 ⑫ 受 信 中 の 信号 の 強 さ を 表示 し ます 。 


⑤ - : オフ セッ ト 周 波数 の シフ ト 方 向 が ー を 示し ます 。 ⑬・: 送信 周波 数 、 愛 信 周 波 誤 、 オ フ セ ッ ト 周 波 青 の MHz 
@ 電 時 消灯 で の 区 切り 。 トーン 周波 数 の Hz の 区 切り を 表わし ます 。 
⑦LOW : 送信 出力 が ロー バ パワー の 時 に 点灯 し ます 。 また 、 点 濾 時 は スキ ャ ン 動 作 中 を 表わし ます 。 


ーーーー 5 一 一 ーー 


VFO プ M・MW キー 


VFO モ ー ド と メモ リー モー ド と を 切り 替え ます 。 


CALL・CH.SP キー 
この キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル を 呼び 出す こ 
と が で きま す 。F を 押し て 、 表 示 部 に FUNC が 点灯 
中 に この キー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 度数 
の 設定 を 行う こと が で きま す 。 


DR-M40 


F を 押し て 、 表 示 部 に F UN C が 点灯 中 に この キー 
を 押す と 、 メ モリ ー ラ イト (メモ リー の 書き 込み ) と 
と メモ リー クリ ア (メモ リー 消去 ) 機 能 に な り ま す 。 


DR-M10・DR-M06 
TOT・SHIFT キー RPT・SHIFT キー 


連 統 送 信 タ イマ ー の 設定 を 行う こと が で きま す 。 レビ ー タ ー 運用 の 設定 を 行う こと が で きま す 。 
F を 押し 、 表 示 部 (に FUNC が 宮 条 中 に この キー を 押す と 、 周 波数 の シフ ト 方 向 (+† か ー) と オフ セッ ト 周 波 
数 を 設定 で きま す 。 


[マイ クロ ホン ] 


UP キー 
送信 周 渋 数 、 受 信 周 波数 、 

メモ リー チャ ン ネ ル 、 オ フ 
セッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 
数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ な 
ど を 上 げ る た め の キ ー で す 。 


UP/DOWN ロッ クス イッ チ 
この スイ ッ チ を ON する こと で マ 
イク の UP〆DOWN キー の 機能 は 
停止 し ます 。 誤動作 を 防止 させ る 
時 に 使用 し て くだ さい 。 


DOWN キー 
送信 周波 数 、 受信 周波 数 、 

メモ リー チャ ン ネ ル 、 オ フ 
セッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 
数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ な 
ご ご ど を 下げ る た め の キ ー で す 。 


PTT キー 
この キー を 押す と 送信 状態 
と な り ま す 。 


基本 操作 


この 基本 操作 だ け で 簡単 に 通話 は で きる ! 


1. 受 信 か ら 始 め よ う ! 


13.8V 出力 
安定 化 電源 


の 


で 


ES 


Ns 


② 音 量 調整 用 ツマ ミ  ① 起 源 ス イッ チ 


ォ 4 TRANSCEIVES D4-M1G 


呆 
リロ 


ング , 
Tor VFCyM CAuL / ィ 
jiFT WW Ch_SP カ ァ 
ーーー ニ ーー 一 


VO ツマ ミ を 時 計 方 向 に ゆっ くり と 
呈し て ゆく と ザー っ と いう ノ フィズ が が 間 
こえ て きま す 。 通 当 な 詩 量 の ポジ ショ 
ン に VO ひし ツマ ミ ま を セッ ト し ます 。 
SQL ツ マミ を 時 計 方 向 に ゆっ くり と 
回 し て ゆき ます 。 ザ ー っ と いう ノイ ズ 
が 消え る ポイ ント に セッ ト し ます > 


(1 ) 電源 ケー ブル が 確実 に 接続 され て いる か どう 
か 確認 し て くだ さい 。 赤 い ケ ー ブ ル の 方 が + に 、 黒 
い ケ ー ブ ル の 方 が - に 接続 され て いる か どう か を 
確認 し ます 。 固 定 で 使用 する 場合 、 電 源 の 電圧 は 
13.8V で 、 電 流 は 15A 以上 の 容量 の ある 起源 が 必要 


で す 。 車 の バッ テリ ー で あれ ば 充分 で す 。 


(2) ① の スイッチ を 押し て 電源 を 入れ ます 。② の 
ツマ ミ を 少し 右 に 回 し て お きま す 。 こ の ② の ツマ 
ミ は 音量 調整 用 の ボリ ュー ム で す 。 右 に 回 す よ 音 
暑 が 大 きく な り ま す 。③ の ツマ ミ は スケ ル チ 調 束 
用 の ツマ ミ で す 。 こ の ツマ ミ は 信号 が 入っ て こ な 
いと き の 雑 音 を カッ ト す る た め の も の で す 。 こ の 
ツマ ミ を 左 に 回 す と 表示 部 に BUSY と 表示 され 、 
「 ザ ー」 と 雑音 が 聞こ えて きま す 。 こ の ③ の ツマ ミ 
を 右 に 回 し て いく と 、 雑 斉 が 消え る ポイ ント が あ 
り ま す の で 、 こ の ツマ ミ は この ポイ ント に セッ ト 
し ます (BUSY 表示 も 消え ます )。 あ まり 右 に 回 し 
すぎ る と 、 恒 号 を 受 情 し て も 音 と し て 出 て こ な く 
な り ま す 。 


ーー ー ア ーーーー 


(④ メ イン ダイ ヤル 


の * 


に = se 守 。 / // で へ 
し る 7O 人 K2 


UE pOwWN 
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早計 方 向 ( 反 時 計 方 向 ャ 
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メイ ンダ イヤ ル | エイン タイ ヤル 

1 

ァ イ ク 5 1 マイ ク * 

党 1 紀 

周波 数 が UP | 出 知 数 が COwN 


り B 


MHz 単位 で 上 が る 


⑨VOL ツマ ミ 
VOL woOL 
へ 回 す と ~ だ へ 回 す と 
資 量 が 大 き 音量 が 小さ 
く な る く な る 


(3) @ の メイ ンダ イヤ ル か マイ ク の UP キー ある 
い は DOWN キー の 操作 に より 、 希 望 周 波数 を 決め 
る こと が で きま す 。 メ イン ダイ ヤル で 決め る 場合 
は 、 右 に 回 す と 周波 数 が 上 が っ て いき 、 左 へ 回 す 
と 周波 数 は 下がっ て いき ます 。 ま た 、 マ イク の UP 
キー を 押す と 、 同 じ よ うに 周波 数 は 上 が っ て いき 、 
DOWN キー を 押す と 周波 数 は 下がっ て いき ます 。 
《 注 意 》 マイ ク の UP キー、DOWN キー を 0.5 秒 以 
上 3 秒 以 内 押し 続け る と スキ ャ ン を 開始 し ます ( ス 
キャ ン の 項 を 参照 )。 


(4) な ぉ お 、 ⑤ の MHz キー を 押し て か ら 上 記 の よ 
うな 操作 を する と 、 1 MHz 単位 で 周波 数 を 変更 する 
こと が で きま す 。 こ の 時 、 周 波数 の 表示 は 、100kHz 
以下 が 消え ます 。 こ の 機能 の 解除 は 、 も う 一 護 
MHz キー を 押す か 、PTT キー を 押し ます 。 


(5) @ の ツマ ミ で 音量 を 最適 な 音量 に し ます 。 右 
へ 回 す と 音 長 は 大 きく な り 、 左 へ 回 す と 音量 は 小 
さく な り ま す 。 信号 を 受信 する と 、TX/RX の ラ 
ンプ が 和 緑 色 に 点灯 し 、 液 晶 表示 の BUSY の 表示 が 
出 て 受信 状態 で ある こと を 知ら せま す 。 ま た 、 信 
号 の 強 さ に 応じ て パー ダラ フ の メー ター が 表示 さ 
れ ま す 。 


ーーーー 一 一 一 一 


= ニニ ニシ ンダ 


(1 ) まず 電源 の 電流 容量 が 充分 で ある か どう か 確 
認 し て くだ さい 。15A 以 上 の 電流 容量 が 必要 で す 。 
な お 、 自 動車 で 使用 する 場合 は 自動 車 の バッ テリ ー 
より 直接 接続 し て くだ さい 。 


(2) テン テ ナ ケ テーブル の コネ クタ に アン テ ナ か ら 
の ケー ブル が 確実 に 接続 され て いる か どう か 確認 
し て くだ さい 。 な お 、 ア ン テ ナ は VHF 機 な ら 市 販 
の 144MHz 用 、 UHF 機 な ら 430MHz 用 、 50MHz 用 の 
も の で 、 ア ン テ ナ イン ピー ダン ス が 500Q の も の 、 机 
電力 が 50W 以上 の も の に 限り ます 。 自 動車 で 運用 
する 場合 、 市 販 の アン テ ナ な ら ば ほとん どこ の 条件 
を 満た し て いま す 。 


(3) 送信 し た い 周波 数 を 受信 の と き と 同 じ よ うに 
決め ます 。 


(4) その 周波 数 で 送信 し て も 、 他 の 局 の 通信 に 妨 
害 を 与え な いか を 確認 し ます 。 ス ケル チ つ まみ を 
左側 に 完全 に 回 し 切る か 、F キ ー を 0.5 秒 以上 押し 
続け て くだ さい 。 


(5) 妨害 を 与え な いよ う で あれ ば 、 マイ ク の PTT 
キー を 押し て くだ さい 。 こ の 時 、TX ノ RX (送信 
ラン プ ) が 赤く 点灯 し て 送信 状態 で ある こと を 知 
ら せ ま す 。 適 話 を する 時 は その まま マイ ク に 向 か 
っ て 話し て くだ さい 。 


(6) PTT キー を 郊 す と 、 受 信 状 態 に 戻り ます 。 


(1) VFO モー ド : この モー ド で は 表示 部 に は 
周波 数 の み が 表 示さ れ ま す 。 こ の モー ド の と き は 
メイ ンダ イヤ ル や マイ ク の UP・DOWN キー で 簡 
単に 周波 数 を 変更 する こと が で きま す 。 周 波数 は 、 
チャ ン ネ ルス テッ プ 毎 の 変更 に な り ま す (18 
ペー ジ の チャ ン ネ ルス テッ プ 変 更 の 項 を 参照 し て 
くだ さい )。 


(2) メモ リー モー ド :VFO モ ー ド で VFO ン 
M キ ー を 押す と 、M と メモ リー ナン バー が 表示 さ 
れ ま す 。 こ れ が メモ リー モー ド で 、 あ ら か じ C め 記 
憧 させ て お いた 周波 数 を 呼び 出す こと が で きま す 
(17 ペ ー ジ の メモ リー の 項 を 参照 し て くだ さい )。 
メモ リー ナン パー を 変え た いと き は 、 メ イン ダイ 
ヤル か マイ ク の UP・DOWN キー を 使用 し ます 。 メ 
モリ ー の 書き 込ま れ て いな い チ ャ ン ネ ル で は メモ 
リー ナン バー 上 の M が 点滅 し ます 。 メモリー でき 
る チャ ン ネ ル 数 は 全都 で 100 チ ャ ン ネ ル で す 。 


(3) コー ルモード :VFO ま た は メモ リー モー 
F ド で 、CALL キー を 押す と 、 コ ー ル チャ ン ネ ル (C 
チャ ン ネ ル ) を 呼び 出す こと が で きま す 。VFO モ ー 
ド あ る い は メモ リー モー ド に 戻り た いと き は 再度 
CALL キ ー を 押す と 戻り ます 。 メ モリ ー ク リア ( メ 
モリ ー の 項 参照 ) で C チ ャ ン ネ ル を 消去 し た と き 
は M が 点滅 し て 、VFO デ ー タ が 表示 され ます 。 


ご 注意 VFO モ ー ド 、 メ モリ ー モ ー ド と コー ルチャ ン ネ ル の 丘 係 は 下 の 了 
ーー て の 通り で す 。 


VFO プ M キー 


VFO プ M キー 


5 生 応用 操作 


これ で この 無線 機 は も っ と 楽し く な る ! 


iieg。 


し [らら の (全国), の 人 2 


REV キー 
送 情 届 近 正 表情 則 返 雪 

1 サ T97 和 け 5 昌 ロロ 
員数 送信 有数 


ト 2 500. は 屯 し 。 


雪 字 は <0 和 等 。 


氏 450 ゆ を で 。 


TSO キー 2 [ENC] 
\ 表示 


5 | 


1. リ バー ス 

送信 周波 数 と 受信 周波 数 が 入れ 替わり ます 。 

REV キー を 押す こと で この 操作 が で きま す 。 元 に 
戻す と き に は 再度 REV キ ー を 押す こと で 戻り ます 
(16 ペ ー ジ の オフ セッ ト 設 定 の 項 を 参照 し て く 
だ さい )。 


2.TOT (タイ ム ・ ア ウゥ ト ・ タ イマ ー) 

設定 

(DR-M10DX ン HX と DR-M06DX の 擬 能 ) 

送信 時 間 を 制限 する タイ マー 機能 で す 。 

①TOT キー を 押し ます 。 

② 表 示 部 に は 000 と 表示 され ます 。 

メイ ンダ イヤ ル あ る い は マイ ク の UP・DOWN 
キー を 使用 し て 時 間 を 設定 し ます 。 時 間 は 0 一 
450 秒 まで 30 秒 毎 に 設定 で きま す 。 

③④ 時 間 を 設定 し た ら 、VFO プ M キー か マイ ク の 
PTT キ ー を 押し て くだ さい 。 こ れ で TOT 設 定 は 
終了 で す 。 

@ 送 信 中 、 設 定 し た 時 間 の 5 秒 前 に な る と 、BEEP 
音 が 鳴り 、 設 定 し た 時 間 に な る と OFF 表示 が 出 
て 、 自動 的 に 送信 が 停止 し ます 。 自 動 停止 後 PTT 
キー を 苑 す と 元 の 表示 に 戻り ます 。 


3. ト ー ン スケ ル チ 設 定 

仲間 と の QSO に ある と 便利 な 機能 で す 。 

トー ン エ ンコ ー ダ と トー ン デ コー ダ の 機能 を 動作 

させ る た め の 操 作 で す 。 な お 、 ト ー ン デコ ー ダ 提 

能 は オプ ショ ン を 装着 時 の み 設定 で きる 機能 で す 。 

①T.SQ キー を 押す と トー ンス ケル チ 機 能 に な り ま 
す (ENC が 表示 され る )。DEC 表示 は オプ ショ 
ン 装 薦 時 の み 表 示さ れ ま す 。 

②ENC あ る い は ENC プ DEC は 表示 中 は トー ン 周 波 
数 が 表示 され ます 。 


ーーーーーーー ニ ー ュ 


トー ン 周 波数 一 覧 表 wg.』 


7.D 69.3 71.5 744 77.0 79.7 825 85.4 688.5 
24.5 04.8 57.4 100.0 193.5 107.2 110.9 114.8 148.8 


723.0 127.3 】31.8 136.5 141.3 148.2 151.4 158.7 159.B 


162.2 16E.5 187.9 171.3 1738 177.3 17B.9 183.5 1862 
189.9 192.8 196.8 199.6 203.5 206.5 2107 215.1 2257 


223.1 233.6 241.B 250.3 2541 
ト ] 
| 
画 


に と) ニ 


PTT キー を 押す (設定 終了 ) m 匠 


VF0/M キー (設定 終了 ) 


UP/DOWN キー を 0.5 秒 以上 3 秒 以内 押す 


UP キー DowN キー 


周波 数 が UP 
し な が ら 
スキ ャ ン を 俸 始 。 


し な が ら 
スキ ィ ン を 開始 。 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
| 周波 数 が DDwN ]: 
1 
1 
1 
1 
1! 
1 


( じ P 青 ) 2 


FT キ ユネ ュー3 抄 生津 止 。 


すす で mm 


| ggg 


EE ュー ロト 


バ 
シ 
ャ 
内 
の 
ス 
キ 
ャ 
ン 
を 
1 
リ 
返 | 
す 


トー ン 周 波数 の 変更 は メイ ンダ イヤ ル か マイ ク 
の UP・DOWN キー を 使用 し て 選択 し ます 。 ト ー 
ン 周 波数 は 、 全 部 で 50 種類 で す 。 選 択 で きる 周 
波数 は 左記 の 周波 数 で す 。 

⑱ ト ー ン 周波 数 を 選択 し た ら 、VFO プ M キー か 
PTT キー を 押す こと に より 設定 は 終了 し ます 。 


(注意 ) ENC の み 表 示 中 は TOT タイ マー 動作 は し 
ませ ん 。 な お 、ENC ま た は ENC プ DEC 表 示 中 に 送 
信 し ます と 、 周 波数 の 後に EE が 表示 され ます 。 


4. ス キャ ン 機 能 


信号 が 出 て いる 周波 数 を 探し た り 、 逆 に 空き チャ 
ン ネ ル を 探す の に 便利 な 歓 能 で す 。 


(1) VFO ス キャ ン : この 機能 を 動作 させ る 

と 、 愛 信 信 号 が な けれ ば すぐ に 交 の チャ ン ネ ル に 

移り 、 受信 信号 が ある と 、 そ の チャ ン ネ ル で 5 秒間 

チャ ン ネ ル 移 動 を 停止 し て 、 5 秒 後 に 次 の チャ ン ネ 

ル に 移動 し ます 。 

VFO モ ー ド で は 全 周 波数 卿 囲 を チャ ン ネ ルス テッ 

プ (チャ ン ネ ルス テッ プ の 項 参照 ) 単位 で スキ ャ 

ン し ます 。 

①VFO モ ー ド で マイ ク の UP キー ある い は DOWN 
キー を 0.5 秒 以上 .3 秒 以内 押し て いる と 、 ス キャ 
ン 機 能 が 動作 し ます 。 な お 、UP キ ー を 押し た 場 
合 は 周波 数 の 高い 方 へ スキ ャ ン し ます し 、 
DOWN キー を 押し た 場合 は 周波 数 の 低い 方 へ 
スキ ャ ン し ます 。 

スキャン 中 の 周波 数 を 変更 する こと が で きま す 。 
これ は メイ ンダ イヤ ル と MHz キー で 変更 で きま 
す 。 ま た 、 メ イン ダイ ヤル の 方 向 に より 、 ス キ 
ャ ン 方 向 も 変更 する こと が で きま す 。 


ーー- 12 一 一 一 


トド し L. い まとう トド: 3 


周 牙 到 が UP 


し な が らち メ モリ ー 
スキ ィ ン を 史 始 。 


UP キー 


『 『7 
5 
ロロ 


(UP 方 向 > 馴 デシ マル イン ト 央 


村 介 ほ 駒 キ スキャン 5 秘 則 修 


メイ ンダ イヤ ル 


周波 数 が DOWN 
し な が ら メ モリ ー 
スキ ャ ン を 開始 。 


マイ ク 


5 gi 


計時 
(DOwh 朋 向 ) ト 4 PEPP そ の 


55g gd 引 


受 代 作出 ト 4 ュ キ ェ ン 5 人 江 
エーーーーー ーーーーーーー 
4Bg お 


反 列 針 方 向 


トー で ます うい に か ピエ L】 


メモ リー 
チャ ン ネ シル が 
D9wN。 


メイ ンダ イヤ ル 


③ ス キャ ン の 解除 は 、 マ イク の UP・DOWN キー 
の いずれ か を 押す こと に より 解除 する こと が で 
きま す 。 1 


(2) メモ リー スキ ャ ン : メモ リー モー ド に 

お いて 、 記 憶 さ れ て いる メモ リー の み を スキ ャ ン 

する 機能 で す 。 

①VFO プ M キ ー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 

②⑨ マ イク の UP キー か ある い は DOWN キー を 0.5 
ー3 秒 間 押 し 続け ます 。 

メモ リー スキ ャ ン が 開始 し て 、 記 憶 さ れ て いる 
チャ ン ネ ル が 次 々 と 受信 され て いき ます 。 そ れ 
ら の チャ ン ネ ル の 中 で 受信 信号 が 入る と 5 秒間 そ 
の チャ ン ネ ル で スキ ャ ン を 停止 し ます 。 5 秒 後に 
次 の チャ ン ネ ル に 移動 し ます 。 

③④ スキ ャ ン 中 の メモ リー チャ ン ネ ル の 変更 は 、 メ 
イン ダイ ヤル を 回 すこ と に より 、 ス キャ ンチ ャ ン 


ネル と スキ ャ ン 方 向 を 変更 する こと が で きま す 。 


スキ ャ ン の 解 際 は マイ ク の UP キー か DOWN 
キー の いずれ か を 押す こと に より 、 こ の 機能 は 停 
止 し ます 。 


この 機能 を 使い こなせ ば 、 こ の 無線 機 は 最高 機能 を 発揮 する | 


5OG き 
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F キ ー 


還 VFO プ ライ オリ ティ 


PRI キ ー 
VFO 周 波数 
s 秒 17H5 ロ gg 
モリ キ 
XD ミ 
テ ャ ン ネ ル 17 け 5 g 
周波 数 05 牧 


一 メモ リー プラ イオ リティ 


in 


PRI キー 
メモ リー 
テ ャ ン ネ ル 1155H 』」 
周波 数 5 秒 
ャ 
VFO 周 波数 


o5 秒 1!H5g 刀 。 


ファ ンク ショ ン 機 能 と は 、 通 常 の 機能 以上 の 機能 
を 発揮 させ る こと に より 、 運 用 が 非常 に 楽に な る 
機能 で す 。 


ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る た め に は 、 ま ず 
F キ ー を 押し ます 。F キー を 押す と 、 表 示 部 に 5 秒 
間 FUNC と 表示 され ます 。 こ の 表示 中 に 各 キ ー を 
押す こと に より 、 次 の 9 項目 の 動作 を させ る こと が 
で きま す 。 な お 、FUNC の 表示 と 同時 に メモ リー 
ナン バー が 表示 され ます 。 こ れ ら の 表示 は メイ ン 
ダイ ヤル ある い は マイ ク の UP・DOWN キー を 採 
作 す る こと に より 、 さ ら に 5 秒間 延長 され ます 。 


1. プ ライ オリ ティ 

各自 が 重点 的 に 受信 し た い 周 波数 を 優先 的 に 受信 
し ます 

プラ イオ リティ 受信 中 は 5 秒 と 0.5 秒 の 受信 を 交互 
に 繰り 返し ます 。VFO 受 信 中 、 表示 部 に 「P」 が 表 
示さ れ ま す 。 0. 5 秒 の 受信 モー ド 中 に 受信 信号 が 入 
る と 、 2 秒間 の 受信 延長 が な され ます 。 


(1) VFO プ ラオ オリ ティ 

①VFO モ ー ド で FUNC キー を 押し ます 。 

②PRI キー を 押す と 、VFO モ ー ド 5 秒 、 メ モリ ー 
モー ド 0.5 秒 で 交互 に 受信 し ます 。 


(2) メモ リー プラ イオ リティ 

① メ モリ ー モ ー ド で FUNC キー を 押し ます 。 

②④PRI キー を 押す と 、 メ モリ ー モ ー ド 5 秒 、VFO 
モー ド 0.5 秒 で 交互 に 受信 し ます 。 


F キ ー 


[の @@ 


T.SQ キー 


ーーーー ーー ーー…… 


(3) コー ルプ ライ オリ ティ 

① コ ー ル モー ド で FUNC キ ー を 押し ます 。 

②PRI キー を 押す と 、 コ ー ル モー ド 5 秒 、VFO モー 
ド D.5 秒 で 交互 に 受信 し ます 。 


[プラ イオ リティ の 解除 ] 

プラ イオ リティ 動作 中 に 再び FUNC キ ー を 押し 、 そ 
の 後 で PRI キー を 押す こと で プラ イオ リティ 動作 
を 解除 する こと が で きま す 。 

また は 、 マ イク の PTT キー を 押す こと に よっ て も 
解除 する こと が で きま す 。 


2. キ ー ロ ッ ク 

誤動作 の 防止 。 

①FUNC キー を 押し ます 。 

②LOCK キー を 押す と 、 メ モリ ー No. 表 示 位 置 に 
「FL] と 表示 され 、 キ ー ロ ッ ク 状 態 と な り ます 。 


キー ロッ ク 中 は 次 の キー 以外 は 受け 付け ませ ん 。 
画 PTT (送信 ) 

FUNC + LOCK (キー ロッ ク の 解除 ) 

較 FUNC+ LOW (送信 出力 の 切り 替え ) 

一 FUNC (MONI キー 機能 ) 


キー ロッ ク は 、FUNC キー を 押し て か ら LOCK 
キー を 押す こと で 、 解 除 す る こと が で きま す 。 


3. オ フ セ ッ ト 設 

送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 別に 設定 する こと が で 
きま す 。 

①FUNC キー を 押し ます 。 

の ② の SHIFT キー を 押す と 、 シ フト する 方 向 が 切り 替 


SHIFT キー 
わり ます 。 
gg 
5 24 [+ シフ ト ] 受信 周波 数 に 対し て 設定 し た 周波 
E り g ロ 数 幅 だ け ブ ラス の 周波 数 で 送信 し ます 。 
M 2 [一 シフト]〕 受信 周波 数 に 対し て 設定 し た 周波 


数 峠 だ け マ イナ ス の 周波 数 で 送信 し ます 。 

③⑧【+ シ フト 〕、[ 一 シフ ト 〕 が 表示 され て いる と 
き の 周 波数 表示 は オフ セッ ト 周 波数 を 表示 し て 
いま す 。 こ の オフ セッ ト 周 波数 の 幅 を 変更 する 
と き は 、 メ イン ダイ ヤル また は マイ ク の UP キー 
また は DOWN キー に より 変更 する こと が で きま 
す 。 た だ し 、 こ の 周波 数 幅 は アマ チュ アバ ンド 
周波 数 幅 を 越え る よう な 設定 で は 運用 する こと 
が で きま せん ( 例 :144MHz 常 で 6MHz 幅 は 運用 
で きま せん )。 

④VFO プ M キ ー か マイ ク の PTT キ ー を 押す こと で 、 
設定 は 終了 し ます 。 


VFO プ M キー (設定 終了 ) 


定格 
外部 スピ ー カ ーー 端子 
イン ピー ダン ス 8Q 
3.5mm 符 モ ノラ ル ジ ャ ッ ク 

(ここ に 外部 スピ ー カ ー を 接続 する と 本 
以内 部 の スピ ー カ ー か ら は 斉 が 出 ませ ん ) 


イ 1 万 ー・ ヒュ ー ズ が 切れ た 場合 に ほ は 、 下 記 宰 格 通 り 

旨 M 5 着 を も っ た 冊 仁 の ビュ ニ ズ と 六 し て < 

型 た さい > 

! の px タイ ラ : 灰色 : 電 黒色 : マイ ナス 
ダ 2 ーー 称 0= ーー 
ュ ッ ブ 

2 還 内 マイ ナス = 三 = 電 泊 へ 東 - 
る 代 ( 二 ーー 計っ: 
6】 子 赤色 : プラ ス 森 色 : プラ ス エー ャ ーーーーー- づ 赤色 : プラ ス 


※ [FUNC] 点灯 中 に 
F キー メモ リー チャ ン ネ ル 
選択 


FELPFYT や 


※【[FUNC] 点灯 中 に 
三 メモ リー チャ ン ネ ル 
F キ 居所 
わ ト タ 


5 ゴ 朋 り 
【 デ テモ リーラ アト 】 i ば モリ ー ク リア 」 


4. メ モリ ー ラ イト ・ 
メモ リサ ー ク リア 

メモ リー チャ ン ネ ル に 周波 数 を 記憶 させ た り 、 

憶 し て いる 周波 数 を 消去 し た り し ます 。 


Llt 
ai 


(1) VFO モ ー ド *VFO モ ー ド で は メモ リー 

は 消去 で きま せん 。 

①VFO モ ー ド で FUNC キ ー を 押し ます 。 

② ず 表示 部 に (FUNC) が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル か 
マイ ク の UP・DOWN キー で メモ リー チャ ン ネ 
ル を 選び ます 。 な お 、(M) が 点灯 の チャ ン ネ ル 
を 選ぶ と 、 デ ー タ が 上 書き され て 、 吉 い デ ー タ 
は 消え て し まい ます 。 

③MW キー を 押す と デー タ は 記憶 され ます 。 記 憶 
する こと が で きる デー タ は 次 の も の で す 。 
・ 周 波数 
・ オ フ セ ッ ト 周 波数 と その シフ ト 方 向 
・ ト ー ン 周 遮 数 と トー ン エ ンコ ー ダ トー ン デ 
コー ダ の 設 


(2) メモ リー モー ド * [M」 が 点滅 中 に 

操作 す る と メモ リー ライ ト と な り 、 点 灯 中 に 操作 
する と メモ リー クリ ア に な り ま す 。 

① メ モリ ー モ ー ド で FUNC を 押し ます 。「FUNC」 
が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル か マイ ク の UP ン 
DOWN キ ー で メモ リー チャ ン ネ ル を 遅 ぶ こ と が 
で きま す 。 

⑨MW キー を 押す と 、 デ ー タ の 記憶 また は 消去 が 
な され ます 。 


R 2 〇 
※ [FUNC] 点灯 中 に 


控 作 


キリ ー ラ イト 1 事 食 ( ッ モ リー クリフ ) 


に に いい | 
nm 
邊 


で kHk ス テッ プ ) 


PTT キー を 押す (設定 終了 ) 条 | 
Tri 


6 ょ 


VFO〆M キー (設定 終 了 ) 


(3) コー ルモード 、* [Mj 点滅 中 に 操作 

する と コー ルチャ ン ネ ル の 記憶 、 点 灯 中 に 操作 す 

る と コー ルチャ ン ネ ル を 消去 する こと が で きま す 。 

① コ ー ル モー ド で FUNC キー を 押し ます 。 コ ー ル 
モー ド で は 「FUNC」 が 点灯 中 に メイ ンダ イヤ ル 
ある い は マイ ク の UP プ DOWN キー に よる チャ 
ン ネ ル 変 更 は で きま せん 。 

⑨MW キー を 押す と デー タ の 記憶 また は 消去 が な 
され ます 。 


5. チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 
設定 

(チャ ン ネ ル と チャ ン ネ ル と の 周波 数 問 隔 を 設定 す 

る こと が で きま す 。 周 波数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 

VFO スキ ャ ン の と き の 単 位 と な り ま す 

①FUNC キー を 押し ます 。 

② FUNC] 点灯 中 に CH.SP キー を 押す と 、 チ ャ 
ン ネ ルス テッ プ 設 定 モ ー ド に な り ま す 。 

③ メ イン ダイ ヤル か マイ ク の UP ノ DOWN キー を 
押し て チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 選ん で くだ 
さい 。 ス テッ プ 周 波数 は 5KHz・10KHz・12. 5KHz・ 
15 KHz・20 KHz・25 KHz の な か か ら 選 ん で くだ 
さい 。 

④VFO プ M キ ー か マイ ク の PTT キ ー を 押す こと で 、 
設定 は 終了 で す 。 


VFO の 財政 数 


VF0/M キー を 押し な が ら … 


工場 出荷 時 状態 


145.000MHz | 433.000MHz 


CALL 周 流 迷 
メモ リー テ ャ ソネ ル 


オフ セッ ト 周 波数 


145.000MHz | 433.000MHz 
pFF 
OFF 


5.0MHz 


88.5Hz 


20kHz 20kHz 


HIGH POWER | HIGR POwER 


OFF 


6. 送 信 出力 の 切り 替え 

送信 出力 を 2 段 に 切り 替え る こと が で きま す 。 

DR-M10DX は 20W と 2W に 、DR-M10HX は 50W 
と 5W に 切り 替え る こと が で きま す 。DR-M40DX 
は 20W と 2W に 、 DR-M40HX は 35W と 5W に DR- 

MO06DX は 20W と 2W に 切り 替え る こと が で きま 
す 。 

①FUNC キー を 押し ます 。 

② 「FUNC」 が 点灯 中 に H ノ L キ ー を 押す と 送信 出 
が 切り 替わり ます 。LOW パ ワー 時 に は 表示 部 
に 「LOW」 が 点灯 し ます 。 それ 以外 の 時 は 、 ハ 
イ パ ワ ー と な り ま す 。 


7. ス ケル チオ フ 機 能 

(スケ ル チ つ まみ を 操作 し な く て も 、 強 制 人 的 に スケ 

ル チ を オー プン し た 状態 に する こと が で きま す ) 

FUNC キー を 0.5 秒 以上 押す と 、 MONI キ ー と し 
て 働き 、 押 し て いる 間 は スケ ル チ 状 態 が 解除 さ 


れ ま す 。 


8.Beep 音 の ON/OFF 


( 各 キ ー を 押し た と き な ど に 叶 る 音 を 切っ た り 入 れ 

た りす る こと が で きま す ) 

①VFO ン ノン M キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

② [①] の 動作 を 繰り 返す こと に より 、Beep 音 の 
ON ノン OFF が 切り 替わり ます 。 


9. リ セッ ト (初期 化 ) 

(通常 は 操作 する こと が あり ませ ん 。 この 操作 を す 

る こと で 、 今 まで 記憶 させ て いた メモ リー デー タ 

は 全て 道 え て し まい ます ) 

①FUNC キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

メモ リー し た デー タ は 全て 消去 され 、 工 場 出 茶 
時 の 状態 に な り ま す 。 


この 機能 を 使え ば 、 遠 く の 局 と 交信 する こと が で きる ! 
(DR-M40DX、DR-M40HX の み の 失 能 ) 


《 レ ビー ター に つい て 》 し レビー ター と は 串 左 局 の こと で あり 、 430MH< 帯 の 場合 、 日 全国 に 設 圭 され て いま す ,。 こ の レビ ー タ ー を 使用 し ます と 、 モー ビル 失 、 ハ ソン 
ディ ー 機 な ど で も 培 く の 局 と 交信 する こと が で きる よう に な り ま す 。 レ ビー ター の 受信 は 439.00 MHz 以上 の 周波 数 で 20KH> セ バ レ ー ト で 受信 し て みて くだ さい > 
その 才 の レビ ー タ ー が 使用 され て いれ ば 受信 で きる は に ず で す ( 調 軒 場所 や 周波 数 守 は し レビー ター マッ プ 等 を 見 て くだ さい ) 。 送 信 は マイ ナス 5 MHz の 周波 軒 で ( 例 
:499.76 MHz で 受 括 で きた レビ ー タ ー な ら ば 434.75 MHz で 拓 信 する ) 88. 5Rz の トー ン を 儲 っ た 電設 を 花 映 す る こと で . レビ ー タ ー 付 動 侍 し て 、 あ な た の 富 返 を 悦 く 
まで 飛ば す よ うに 中 災 し て くれ ます 。 な お 、 レ ビー ター に 硬 的 に 本 芋 国 どの レビ ー タ ー で も 同じ 良作 に より ( 央 用 で き . 鐘 で ゃ 使用 する こと が で きま す 。 失 際 に し 
ピー ター を 使用 する に は 、 本 機 で は 下 紀 の よう な キー 操作 に より 使用 する こと が で きま す 。 


DR-M40DX、DR-M40HX に は TOT キー が な いか 
わり に 、RPT キ ー が あり 、 レ ビー ター 運用 に 必要 
な 設定 を 簡単 に 行う こと が で きま す 。 


①VFO モ ー ド の レピータ ー 周 波数 領域 (439.000 
439.995MHz) で RPT キー を 押し ます 。 
レビ ピー ター 運用 時 の 設定 に な り ま す 。 

・ シ フト 方 向 「[-] 

・ オ フ セ ッ ト 周 波数 [5MHz] 
ー ン 設定 [ENC] 

・ ト ー ン 周波 数 [88.5Hz] 

⑧ 再 び RPT キー を 押す と 、 レ ビー ター モー ド は 解 

除 さ れ ま す 。 

・ シ フト 方 向 [ な し ] 

・ オ フ セ ッ ト 周 波数 [5MHz] 

・ ト ー ン 設定 [な し ] 

・ ト ー ン 周波 数 [88.5Hz] 

な お 、 メ モリ ー モ ー ド や 、 コ ー ル モー ド で RPT 
キー を 押し て も 、 レ ビー ター セッ ト 機 能 は 動作 
し ませ ん 。 


RPT キー ( 稲 除 ) 


デア ター ザー ピス 


1. 保証 書 : 係 草 は 必ず 所 定 事 頂 (ご 工 入 店 名 、 ご 里 入 玉 ) の 記入 お よび 3. 保 古関 入 忌 湊 の 悠理 に つい て は 、 お 買い 上 げ の 売 店 また に 当社 サー ビス 


記 穫 内容 を お 確か め の 上 . 大切 に 保 在 し て くだ さ ^ い 。 窓 ロ に ご 相談 くだ さい 。 控 理 に よっ て 寺 能 が 堆 和 で きる 場合 に は 、 お客 構 の 
2. 迷 証 期 問 : お 買上 げ 日 より 年 間 で す 。 正 常 な ご 千 用 状 怠 で 、 こ の 期 ご 要望 に より 石村 で 修理 に た し ます 。 

間 内 に 万 一 夏 隆 を 生じ た 場合 は 、 お 手 表 で す 灰 製品 に 保証 詩 を 赤 え て . お 買い 4. アフ ター サー ビス に つい て は 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当 持 

上 ば げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 宏 中 に ご 表 計 くだ さい 。 保 証 秋 の 現 定 に 科 っ サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 

て 全 理 し ます 。 


故障 と お 考え に な る 前 に ・…・ 
受信 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も - 電 珠 の (+) 虹 子 と (一) 和 子 の 邊 続 が 遂に DC 電源 コー ド (付属 品 ) の 赤 包 線 

ーー だ エリー イー な っ て いま せん か ? を 【+) 側 に 、 后 色 線 を (一) 側 に 

ディ スプ レー に は 何 も 表 0 条 生 じき に 

、 ヒ ュー ズ が 切れ た 原因 と な っ た 和 柳 理 
を し て か ら 、 指 定 容量 の ヒュ ー ズ と 
交 換 し て くだ さい 。 ( 豆 16 ペ ー ジ } 
HX : 15A DX : 15A 


示さ れ な い 。 2. ヒュ ー ズ が 切れ て いま せん か ? 


電 可 電圧 は DC( 門 流 )13.8V を 礁 探し て 
くだ さい 。 


電源 電圧 が 低下 し て いま せん か ? 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な 。 VOL の つま み を 反 時 計 方 向 に 六 り 過ぎ て いま - VOL つ まみ を 適当 な 音量 に な る よ 
い 。 せん か ? うに セッ ト し て くだ さい 。 
、 ス ケル チ つ まみ が 時 計 方 向 に いっ ぱい 回 し 過 - SQL つま み を 反 叶 計 方 向 に 回 し て 
受信 で き な い 。 き ぎ て いま せん か ? くだ さい 。 
トー ンス ケル チ が 動作 し て いま せん か ? -。 トー ンス ケル チ を OFF に し て くだ さ 
い 。 

。 本 体内 部 スピ ー カ ー を 使用 する 時 は 、 
外部 スピ ー カ ー 正 子 か ら ジ ャ ッ ク を 
抜い て くだ さい 。 

.。 マイ クロ ホン の PTT スイ ッ テ が 押さ れ た まま .。 すみ や か に PTT ス イッ チ を OFF に し 
で 、 着 信 状 堆 に な か っ て いま せん か ? て くだ さい 。 


- 外 著 ス ピー カー が 接続 され て いま せん か ? 


SCAN キー を 押し て も SQL つ まみ の 較 誤 な ど が スキ ャ ン 動 作 を する た め | 本 書 ス キャ ン 量 作 の 項 を ご 克明 く だ さい 。 
スキ ャ ン し な い 。 の 条件 に な っ て いな い の で は ? ( 避 12 ペー ジ ) 


送信 
| 症 状 。 | 原 因 | 


出力 が 出 な い 。 1. マイ クロ ホン 婚 子 の 差込み が 不 完全 で は あり 


ませ ん か ? 
2. アン テ ナ の 接続 不良 で は あり ませ ん か ? 


.。 マイ クロ ホン 端子 に 確実 に コネ タタ 
を 迷 し 込ん で くだ さい 。 

2.、 アン デ ナ を 竣 実 に デン テ ナ コ ネタ クタ 

に 差し 込ん で くだ さい 。 


リピ ー タ ー を アク セス する | トー ン 周 波数 な を ど 、 リ ビー ター に よる 交 償 の 条件 を 
こと が で き な い 。 満足 し て いま すか ? 


885Hz トー ン に よる リ ビ ー タ ー 交 信 の 
万 法 は リピ ビーター 機 能 設定 の 項 を 参照 に 
し て くだ さい 。 (20 ペー ジ ) 


本 機 に より アマ チュ ア 舞 良司 を 申請 する 場合 、 市 販 の 中 請 用 紙 に 下記 の 事項 を 問 連 いな く 記 載 の 上 、 中 請 し 3 

Ra こ 請 し て くだ さい 。 
※ 印 の 箇所 は 下記 の 表 よ り 、 れい の モデ リル に 話す き 若 に 入 し ご くさ な お 、HX タ イブ で 申請 する 人 は 
吉 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 次 格 が 必要 に な り ま す 。 本 機 を 使用 し て 技術 基準 通 合 証明 を 受け る 場合 は 、 工 事 設計 午 
と 本 の 誠信 根 の 家人 和 号 を 記載 すれ ば 、 送信 機 系 統 図 な どの 記載 を 者 店 する こと が で きま 


す 。 こ の 場合 、 記 載 事項 は 下 表 の * ま 1・* ネ 2・*3- ネオ 4 の み を 記入 し ます 。 
無線 局 事項 書 及び 工事 設 計 書 ( 音 面 ) . 。 技 適 証明 書 発行 願 


生生 の 凍 、 全 中 上流 の 、 事 員 四 過 他 欄 
包 注 の 時 式 


1 さい 症 計 じ 琶 下痢 0 還 T 


EE な ES 症 間 還 に W| 
作る 】 奄 に 朗 す る 


DR-M1CDX 
KV220---- 
144M 


ei KRVO40ーー- っ う k 5 KUO49-----( ょ =)|  KV219---- H 
430M 
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送信 機 委 統 図 


PT 
wazpx uszseu 
RM4OnE MS7T58 ス 


ANT 


DR_MO6DX 


トト (| り 才 
SPY 
マ ィ クロ ネン 


FC 
SG3Maz 


EJ-20U( ト ー ン スケ ル チ ュ ニッ ト ) 


本 ユニ ッ ト を 取り 付け る こと に より 、 ト ー ン 換 査 が 強化 され ます 。 通 沿 運 用 時 に は トー ン エ ンコ ー ダ ー と し て 送信 の み 可 能 で あっ た も の が 、 
トー ン デ コー ダー と し て も 運用 可能 と な り ま す 。 運 用 可能 な トー ン 周 友 数 は 、 通 往時 と か わら ず 50 波 の な か か ら 自 由 に 選択 で きま す 。 
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